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一般社団法人渋谷クリエイティブタウン 平成 28 年度事業報告等 

平成 28 年 9 月 9 日から平成 29 年 3 月 31 日まで 

 

1.法人の状況に関する重要な事項 

当社団は、2020 年及びそれ以降の我が国の成長に向け、コンテンツ・サービスの高度化と、その発信

拠点となる渋谷地区の国際的な都市拠点としての魅力向上、活性化を図ることを目的として、平成 28

年 9 月に設立された。具体的には、渋谷地区のコンテンツやカルチャー、テクノロジーを結び付け、訪日外

国人の目的地となるような魅力的なまちづくりを進め、我が国のインバウンド振興並びに、我が国の魅力

発信に貢献することである。そのため、超高臨場感技術をはじめ、日本の最先端技術のショーケースとし

て、渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」を図り、次世代のミュージック、エンターテイメントを

けん引する拠点形成を目指している。 

平成 28 年度事業では、2020 年に向けて渋谷地区に増大する訪日外国人に向けたコンテンツ・サ

ービスの高度化を重点事業とし、総務省「平成 28 年度 IoT おもてなし環境実現に向けた地域実証」

を受託し、実証事業を推進した。さらに、当該事業を通じ、社団のプロモーションツールを作成した。 

以下、平成 28 年度の事業執行状況を報告する。 

 

(1)コンテンツ・サービスの活用等にかかる渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」のための環境

整備 

 コンテンツ・サービスの高度化に向けた実証事業として、総務省「平成 28 年度 IoT おもてなし環境

実現に向けた地域実証」に渋谷地区として参画 

 訪日外国人/在日外国人を対象とした IC カードを活用したおもてなしサービスの実証事業を実施 

 実証を通じた訪日外国人/在日外国人の渋谷地域におけるおもてなしニーズ把握、技術的課題

の抽出、及び解決策を検討 

 

【総務省「平成 28 年度 IoT おもてなし環境実現に向けた地域実証」渋谷地区概要】 

 事業位置づけ：総務省が実施している「IoT おもてなし環境実現に向けた地域実証に係る

調査請負」事業の渋谷地区実証 

 実証期間：2017 年 2 月 14 日（火）～2017 年 3 月 10 日（金） 

 実証実験で目指すもの 

➢ 渋谷を訪れる訪日外国人の方に、滞在中～帰国時までに街で体験する各種サービスを

IC カードの活用により、高度化・効率化し、充実したおもてなしを提供する。 

 実証実験の体制 

➢ モニター誘客：セルリアンタワー東急ホテル、渋谷エクセルホテル東急、渋谷東急 REI、

渋谷観光協会（観光案内所「青ガエル」） 

➢ 利用した IC カード：楽天 Edy および Suica 

➢ 情報配信イベント・店舗等： 

・eplus LIVING ROOM CAFE＆DINING 

・TOWER RECORDS SHIBUYA 

・SHIBUYA TSUTAYA 
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・東急百貨店東横店 

・SHIBUYA 109 

・JAPAN BRAND FESTIVAL 2017  (3/1~3/5) 

➢ 協力音楽イベント：SHIBUYA CLUB QUATTRO（2/14）、eplus LIVING 

ROOM CAFE＆DINING（2/15～3/10） 

 実証実験の流れ 

図 実証の全体像 

 参加者に提供する機能・サービス 

➢ 実験１（検証項目１）：渋谷周辺にあるおすすめのイベント、店舗等の情報の取得 

➢ 実験２（検証項目 2）：渋谷周辺で行われる音楽イベントへのチケットレスでの入場 

➢ 上記のほか、実証で使う IC カードではお買い物や電車・バスなどの公共交通機関を利

用できる電子マネー機能。 

表 検証項目とモニター数・検証期間等 

 

 

検証項目 対象モニター 検証時期・期間 

(1)イベント等の情報入手・周辺店舗
送客 
・渋谷エリア内に実証期間中に「回遊
行動誘発拠点」を設け、IC カードを
かざすことで、個人属性（言語）に
応じた適切なコンテンツ（イベント・エ
リア内店舗等の情報）を配信 

【実績】 
訪日外国人・在日
外国人 
：134 名 

2017 年 2 月 14 日～3 月 10
日 

(2)イベントの入場手続きの簡素化 
・渋谷エリアで開催するイベントにおい
て、IC カードを用いたチケットレス入
場を実現し、スムーズな入場管理の
有効性を検証 

【実績】 
訪日外国人・在日
外国人 
：106 名 

・ホテル予約ページでのイベント付
パッケージプランの販売 

：2016 年 12 月 30 日～2017
年 2 月 10 日 
・音楽イベントの開催（チケットレス

入場の実施） 
：2017 年 2 月 14 日～3 月 10
日（期間中 18 回開催） 
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 実証の様子 

  

モニターの情報登録の様子            サイネージによるイベント・周辺店舗情報の提供 

 

音楽イベントでのチケットレス入場（IC カード） 

 

(2)コンテンツ・サービスを活用した渋谷地区のブランディング、プロモーションにかかる事業等の企画・実施 

 今後、音楽・エンターテイメント超高臨場感技術をはじめ、日本の最先端技術のショーケースとして、

渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」をめざし、次世代のミュージック、エンターテイメント

の街「渋谷」を創造していくための第 1 弾のイベントとして、渋谷の音楽・エンターテイメントを盛り上

げる「GREATEST HITS Vol.1」を主催 

【GREATEST HITS Vol.1 概要】 

 タイトル：「GREATEST HITS vol.1」 

 日時：2017 年 3 月 6 日(月) OPEN18:00 / START19:00 

 会場：TSUTAYA O-EAST 

 出演：Do As Infinity / MOON CHILD 

 チケット料金：オールスタンディング 6,000 円（税込 / ドリンク代別途 500 円） 

 主催等：(主催)一般社団法人 渋谷クリエイティブタウン 

(企画)ジャグラーマネジメント 

(協力)株式会社シブヤテレビジョン 

 

(3)渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」の普及展開活動 

 総務省「平成 28 年度 IoT おもてなし環境実現に向けた地域実証」の実施を通じた、サービスの

社会受容性の検証、その他サービス展開可能性の検証 

 渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」の展開に係るプロモーション活動として、下記にお
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いて、実証事業の開始および一般社団法人渋谷クリエイティブタウンの取り組み開始を PR する映

像を配信、渋谷地区全体へ PR を実施。 

➢ 平成 29 年 2 月 1 日～28 日：QFRONT サイネージにて 

➢ 平成 29 年 2 月 14 日～3 月 10 日：TOWER RECORDS SHIBUYA 店前サイネージ

にて 

➢ 当社団ホームページにて常時配信 

http://shi-ctc.jp/sctweb/images/movie.mp4 

 

図 放映した動画イメージ（クリップ） 

 

(4)関連内外機関との連絡、調整及び協力 

 コンテンツ・サービスの高度化、渋谷地区の国際的な都市拠点としての魅力向上、活性化に係る

各種ステークホルダーとの調整、協力 

 

 

2.事業の適正を確保するための体制の整備に関する事項 

該当事項なし 

 

３．附属明細書 

該当事項なし 
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一般社団法人渋谷クリエイティブタウン 

平成 28 年度計算書類 

第 1 貸借対照表 

貸 借 対 照 表 

平成 29 年 3 月 31 日現在 

（単位：円） 

科 目 当年度 前年度 増 減 

Ⅰ 資産の部    

1. 流動資産    

    現金預金 4,993,446 - - 

未収金 15,053,000 - - 

貯蔵品 461,000 - - 

流動資産合計 20,507,446 - - 

資産合計 20,507,446 - - 

Ⅱ 負債の部    

1. 流動負債    

未払金 19,857,352 - - 

未払法人税等 174,600 - - 

預り金 55,134 - - 

流動負債合計 20,087,086 - - 

負債合計 20,087,086 - - 

Ⅲ 正味財産の部    

1. 指定正味財産    

   指定正味財産合計 0 - - 

 2.一般正味財産    

   一般正味財産 420,360 - - 

   （うち基本財産への充当額） 0 - - 

一般正味財産合計 420,360 - - 

正味財産合計 420,360 - - 

負債及び正味財産合計 20,507,446 - - 
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第 2 正味財産増減計算書 

 

正 味 財 産 増 減 計 算 書 

平成 28 年 9 月 9 日から平成 29 年 3 月 31 日まで 

（単位：円） 

科 目 当年度 前年度 増 減 

1. 経常増減の部    

(1) 経常収益    

受取会費    

 正会員受取会費 1,800,000 - - 

事業収益    

 実証実験受託収益 19,103,000 - - 

 プロモーション事業収益 4,102,608 - - 

経常収益計 25,005,608 - - 

(2) 経常費用    

事業費    

 消耗品費 43,400 - - 

 委託費 21,046,445 - - 

 広告宣伝費 2,448,112 - - 

 雑費 99,379 - - 

管理費    

 会議費 20,706 - - 

 支払手数料 58,406 - - 

 租税公課 100,200 - - 

 支払報酬 594,000 - - 

経常費用計 24,410,648 - - 

 経常利益 594,960 - - 

2. 経常外増減の部    

(1) 経常外収益 0 - - 

経常外収益計 0 - - 

(2) 経常外費用 0 - - 

経常外費用計 0 - - 

税引前当期純利益 594,960 - - 

法人税、住民税及び事業税 174,600 - - 

   当期純利益 420,360 - - 
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第 3 計算書類の注記表 

1.重要な会計方針に係る事項に関する注記 

①計算書類及びその附属明細書の作成基準 

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して作成している。 

②資産の評価基準及び評価方法 

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品…原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定） 

③その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

(1)消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。 

  


